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髙

橋
�

原
）

あ

や

の

は
じ
め
に

中
國
の
星
座�１
）に
は
地
上
に
あ
る
建
物
や
人
、
官
職
、
動
植
物
等

の
名

が
與
え
ら
れ
、
天
上
世
界
を

っ
て
い
る
。
星
座
數
は
先

秦
か
ら

代
に
か
け
て

第
に

加
し
、
星
座
を
構

す
る
星
數

や
星
座
名
も
變

し
て
い
く
。
各

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の

星
座
名
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で

列
し
記

す
る
か
が
試
行
さ
れ

た
。現

存

料
の
う
ち
、
中
國
に
お
け
る

も
古
い
ま
と
ま
っ
た
星

座
の
記

は
『
史
記
』
天
官
書
（
以
下
、
天
官
書
と
表
記
）
で
あ

る
。
天
官
書
で
は
、
天
の
北
極
を
中
心
と
す
る
區
域
を
「
中
宮
」

と
し
、
そ
の

圍
を
四
方
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
「
東
宮
」、「
南

宮
」、「
西
宮
」、「
北
宮
」
と
呼
ん
だ
。
天
を
五
區
に
分
け
る
こ
の

五
宮
分

は
『

書
』
天

志
（
以
下
、『

志
』
と
表
記
）
に

承
さ
れ
た
も
の
の
、
以
降
は
複
數
の
異
な
る
分

が
現
わ
れ
る
。

一
つ
は

の
太
史
令
で
あ
る
李
淳
風
が
用
い
た
、
中
宮
・
二
十

八
宿
・
外
官
の
分

、
一
つ
は
石
氏
（
石
申
）・
甘
氏
（
甘
德
）・

巫
咸
の
三

そ
れ
ぞ
れ
が
名
附
け
た
と
さ
れ
る
星
座
を
三
國
か
ら

晉
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
陳
卓
が
整
理
し
た
三
家
分

、
そ
し

て
も
う
一
つ
は
三
垣
（
紫
微
垣
・
太
微
垣
・
天
市
垣
）・
二
十
八
宿
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の
分

で
あ
る
。

中
國
星
座
の
分

に
關
わ
る
先
行

究
に
、
大
崎
正

『
中
國

の
星
座
の

史
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
七
年
）
や
橋
本
敬

『
中
國

占
星

の
世
界
』（
東
方

書
二
十
二
、
東
方

書
店
、
一
九
九
三
年
）、
陳
久
金
『
中
國
星
座

神
話
』（
出
土
思
想

物
與

究
叢
書
二

十
、
臺
灣
古

出
版
有
限
公
司
、
二
〇
〇
五

年
）、
陳

『
中
國
天

學
史
』
上
（
上

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
あ
る

が
、
二
十
八
宿
や
三
垣
な
ど
各
分

に
屬
す

る
星
座
の
紹
介
が

で
あ
る
。
そ
の
中
で
大

崎
正

氏
は
、
中
國
の
星
座
を
時
代
ご
と
に

描
く
と
い
う
手
法
を
と
る
。

大
崎
正

氏
は
、
中
國
の
星
座
の

史
を

九
つ
の
時
期
に
區
分
す
る
（
表
一
）。
こ
の

う
ち
、
先
秦
に
つ
い
て
は

片

な
星
座
の

記

の
段
階
で
あ
り
、

體

な
分

は
見

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
元
以
降
は
星
の
位
置
を

示
す
度
數
の

密

や
、
西
洋
天

學
流
入
に
よ
る
變

が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
傳
統

な
中
國
星
座
の
分

の
展
開
は
見
ら
れ
な

い
た
め
、
本
稿
で
は

れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
大
崎
氏
の
い
う

圖一 三垣と二十八宿
南宋・淳祐石刻天 圖の拓本畫像（中國社會科學院考古 究 『中

國古代天 物圖集』 物出版社、一九八〇年 載）をもとに筆 加

工。中央が天の北極。二十八宿はおおむね天の赤 に沿って分布する。

天の赤道
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「
秦
・

期
時
代
の
星
座
」
か
ら
「

・
宋
時
代
の
星
座
」

ま
で
の
四
期
の
星
座
分

を
對

と
す
る
。
大
崎
氏
は
こ
の

の

星
座
分

を
、
五
宮
↓
三
家
↓
中
宮
・
二
十
八
宿
・
外
官
↓
三

垣
・
二
十
八
宿
の
順
で
描
く
。

し
か
し
三
家
分

は
、
星
圖
上
で
見
れ
ば
、
石
氏
・
甘
氏
・
巫

咸
そ
れ
ぞ
れ
に
分

さ
れ
る
星
座
が
點
在
し
て
お
り
、
位
置
に
も

と
づ
く
分

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
の
分

が
位
置
ご
と
に
星

座
を
區
分
し
て
い
る
の
と
は
對
照

で
あ
る
。
三
家
分

と
他
の

分

で
は
背
景
と
な
る
考
え
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
星
座

の
分

に
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
位
置
に
も
と
づ
く
星
座
分

は
、
時
代
に
よ
る
星
座
數
の

加
や
價
値

の
變

と
と
も
に
大
き
く
變

し
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る�２
）。
筆

は
か
つ
て
、
位
置
に
も
と
づ
か
な
い
三
家
分

の

形

、
展
開
、
日
本
へ
の
影

に
つ
い
て
論
じ
た�３
）。

本
稿
で
は
、

位
置
に
も
と
づ
く
分

、
す
な
わ
ち
五
宮
か
ら
三
垣
へ
と
展
開
す

る
分

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

三
垣
の
「
宮
」
か
ら
「
垣
」
へ
の
移
行
に

目
し
た
先
行

究

に
、
李
之
亮
「〞
三
垣
〝
考
」
が
あ
る�４
）。
李
之
亮
氏
に
よ
る
と
、

表
一

大
崎
正

『
中
國
の
星
座
の

史
』
の
時
期
區
分

（
分

名
は
筆

に
よ
る
）

時
代

時
期
區
分

引
用

分

先
秦

形

期

『
詩
經
』、『
易
經
』、

『
禮
記
』

令
、

『
春
秋
左
氏
傳
』、

『
國
語
』、『
爾

』、

『
呂
氏
春
秋
』、『
淮

南
子
』、『

禮
』、

『
楚
辭
』

秦
・

期

發
展
期

『
史
記
』
天
官
書
、

『

書
』
天

志

五
宮

期
〜
後

・
三
國

氾
濫
期

『
開
元
占
經
』

三
家

六

・
隋

整
理
期

『
晉
書
』
天

志
、

『
隋
書
』
天

志

中
宮
・
二

十
八
宿
・

外
官

・
宋

確
立
期

『

天
歌
』
、
『
宋

史
』
天

志

三
垣
・
二

十
八
宿

元

安
定
期

（『
元
史
』

志
）

・
改
變
期

（『

史
』
天

志
）

淸

・

補
期

『
欽
定
儀

考

』

辛
亥
革
命
以
後

滅
期

｜
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「
垣
」
と
い
う
名

が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
紫
微
と
天
市
に
つ
い

て
は
『
晉
書
』
天

志
（
以
下
、『
晉
志
』）
か
ら
（
そ
れ
ぞ
れ
「
紫

宮
垣
」
と
「
天
市
垣
」）、
太
微
に
つ
い
て
は
『
魏
書
』
天

志
の

「
三

辛
酉
、

は
軒

・
太
微
西
垣
・

坐
に
暈
す
」（『
魏
書
』

二
三
七
二
頁�５
））
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
南
北

か
ら

隋
・

に
か
け
て
「
宮
」
と
「
垣
」
は

用
さ
れ
、

以
降
に

よ
う
や
く
三
垣
が
獨
立
し
た
と
李
氏
は

べ
る
。
三
垣
の

立
に

つ
い
て

討
し
た
先

な

究
で
あ
る
が
、
李
之
亮
氏
が

目

す
る
の
は
星
座
の
名

に
限
ら
れ
る
。「
宮
」
か
ら
「
垣
」
へ
の

展
開
に
つ
い
て

討
す
る
た
め
に
は
、
星
座
名
だ
け
で
な
く
星
座

分

の
構

に
つ
い
て
も
考
え
る
必

が
あ
ろ
う
。

天
官
書
と
そ
れ
を

承
し
た
『

志
』
以
降
、
李
淳
風
が
『
晉

志
』、『
隋
書
』
天

志
（
以
下
、『
隋
志
』）、『
乙
巳
占
』
を

纂

す
る
ま
で
の

の
時
期
は
、
ま
と
ま
っ
た
天

書
が
現
存
せ
ず
、

星
座
を
ど
の
よ
う
に
分

し
た
か
が

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い�６
）。

ま
た
、
大
崎
氏
は
時
期
ご
と
に
代
表

な

を
用
い
る
の
み
で
、

變

を

體

に

討
す
る
に
は
よ
り
多
く
の

料
を

討

す
る
必

が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
星
座
に
關
す
る
個
別
の

記

を
整
理
し
各
時
代
の
星
座

識
の
實
態
を
と
ら
え
た
上
で
、

魏
晉
南
北

か
ら

代
ま
で
の

料
と
し
て
星
座
に
關
す
る
詩
賦

を
用
い
、
五
宮
か
ら
三
垣
へ
と
分

が
變

す
る

に
つ
い
て

ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
三
垣
の
呼

に
つ
い
て
、
星
座
名
と
し
て
の
紫
宮
と
紫

微
、
紫
微
宮
、
紫
微
垣
等
は
、
時
代
に
よ
り
星
數
や
ど
の
星
を
指

す
か
に
相

が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
位
置
は
變
わ
ら
な
い
。
太

微
・
太
微
宮
・
太
微
垣
や
、
天
市
・
天
市
垣
も
同

で
あ
る
。

「
垣
」
の
字
が
あ
る
と
き
は
、
星
座
自
體
を
指
す
場
合
と
區
域
と

し
て
の
三
垣
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各

そ
れ

ぞ
れ
の
記

に
合
わ
せ
て
星
座
名
を
記
し
、

料
に
據
ら
ず
各
星

座
を
指
す
と
き
に
は
紫
微
・
太
微
・
天
市
と
、
區
域
を
指
す
と
き

に
は
紫
微
垣
・
太
微
垣
・
天
市
垣
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

一
、
五
宮
分

と

代
の
星
座
世
界
の

識

ま
ず
、
五
宮
分

に
つ
い
て
確

し
て
お
き
た
い
。
先

の
と

お
り
、
五
宮
分

は
天
官
書
や
『

志
』
で
用
い
ら
れ
た
。
他
の

天

書
や
正
史
で
は
五
宮
分

は

確
に
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、

四
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後

の
張
衡
『
靈

』
に
は
「
衆
星
列
布
し
、
其
の
神
を
以
て

わ
る
も
の
、
五
列
有
り
。
是
れ
三
十
五
名
有
り
。
一
は
中
央
に
居

り
、
之
れ
を
北
斗
と
謂
う
。
動
變
し
て
占
を
定
め
、
實
に
王
命
を

司
る
。
四
は
方
ご
と
に
布
し
、
各
お
の
七
あ
り
て
二
十
八
宿
を
爲

す�７
）」

と
い
う
記

が
あ
り
、
中
央
の
北
斗
の
七
星
と
、
四
方
各
々

の
七
星
座
（
二
十
八
宿
）
を
合
わ
せ
て
三
十
五
名
と
呼
ん
で
い
る
。

五
宮
分

で
は
二
十
八
宿
は
七
宿
ず
つ
四
方
に

さ
れ
る
。『
靈

』
の
こ
の

は
、
中
央
と
四
方
の
五
宮
分

を

識
し
た
考
え

方
と
い
え
よ
う
。

五
宮
に
つ
い
て
、
本
來
は
「
宮
」
で
は
な
く
「
官
」
で
あ
っ
た

と
す
る
見
解
が
あ
る
。

の
司
馬
貞
『
史
記
索

』
に
は
「
案
ず

る
に
、
天

に
五
官
有
り
。
官
は
星
官
な
り
。
星
座
に

有
る

は
、
人
の
官
曹
に
列
位
あ
る
が
若
し
。
故
に
天
官
と
曰
う
」（『
史

記
』
一
二
八
九
頁
）
と
あ
り
、
星
座
を
地
上
の
官
職
に
擬
え
て

「
星
官
」
と
呼
ぶ
。
實
際
、
宮
と
官
は
筆
寫
の

で
し
ば
し
ば

混
同
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
五
官
」
と
す
べ
し
と
い
う

見
も
あ

る�８
）。
し
か
し
司
馬
貞
は

代
の
人
物
で
あ
り
、

代
に
個
々
の
星

座
を
星
官
と
呼
ん
だ
と
し
て
も
、
星
座
の
分

も

て
「
官
」
に

統
一
す
べ
き
で
あ
る
と
一

に
は
い
え
ま
い
。
天
官
書
に
な
く

『

志
』
で
加
え
ら
れ
た
、
星
座
の
總
數
に
關
す
る
記

に
は
、

「
凡
そ
天

の
圖

に
在
り
て
昭
昭
と
し
て
知
る
可
き

、
經
星

常
宿
中
外
官
凡
そ
百
一
十
八
名
、
積
數
七
百
八
十
三
星
、
皆
な
州

國
の
官
、
宮
物
の

の

有
り
」（『

書
』
一
二
七
三
頁
）
と
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
官
と
宮
い
ず
れ
も
が
星
座
の
構

素
と
さ
れ

て
い
る
。
實
際
に

代
の

の
記

を
見
て
い
く
と
、
天
上
の

星
座
世
界
を
語
る
際
に
は
、
官
よ
り
も
宮
を
軸
と
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
く
つ
か

を
確

し
て
お
き
た
い
。

「
四
宮
」
と
い
う
語
が
後

の
王
充
『
論
衡
』
雷

に
あ
る
。

雷
が
木
を

き
家
を

し
、
時
に
人
を

す
こ
と
に
つ
い
て
、
世

で
「
樹
木
を

折
し
、
室
屋
を

敗
す
る
は
、
天
の
龍
を
取
る

な
り
。
其
の

人
を
犯
す
や
、
之
れ
を
陰

有
り
と
謂
う�９
）」
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
反
駁
と
し
て
、
王
充
は

の
よ
う
に
、
天

神
が
人
の

（
陰

、
闇

）
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

べ
る
。天

神
の
天
に
處
る
は
、

お
王

の
地
に
居
る
が
ご
と
し
。

王

重
關
の

に
居
れ
ば
、
則
ち
天
の
神
宜
し
く

匿
の
中

五
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に
在
る
べ
し
。
王

宮
室
の

に
居
れ
ば
、
則
ち
天
に
も
亦

た
太
微
・
紫
宮
・
軒

・

昌
の
坐
有
り
。
王

と
人
と
相

い

く
、
人
の
陰

を
知
ら
ず
。
天
神
は
四
宮
の

に
在
る

に
、
何
ぞ
能
く
人
の
闇

を
見
ん
。

こ
こ
で
は
天
神
と
王

を
比
べ
、
王
に
お
け
る
宮
室
と
、
天
神

に
お
け
る
四
つ
の
星
座
（
四
宮
）
を
對
應
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
太
微
・
紫
宮
・
軒

・

昌
の
星
座
は
四

宮
と
總

さ
れ
、
天
に
お
け
る
宮
室
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
星
座
の
組
み
合
わ
せ
は
異
な
る
が
、
特
定
の
星
座
を
四
宮

と
と
ら
え
る
考
え
方
は
『
淮
南
子
』
天

訓
の
高
誘

に
も
あ
る
。

天

訓
の
星
座
名
の
記

の
中
に
「
四
宮
」
の
語
が
あ
り
、
高
誘

は
「
四
宮
は
、
紫
宮
・
軒

・
咸
池
・
天
阿
」
と

を
附
す�10
）。

『
論
衡
』
や
『
淮
南
子
』
高
誘

の
よ
う
に
四
つ
の
星
座
を
四

宮
と
す
る
以
外
に
も
、「
宮
」
を
用
い
る

念
が
あ
る
。「

」

は

國
時
代
の
屈
原
の
作
と
す
る

と

代
の

作
と
み
る

が

あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
星
座
名
が
い
く
つ
か
見
え
る
。

立
時
期

が

確
で
は
な
い
た
め
「

」
の
記

そ
の
も
の
に
は
立
ち
入

ら
な
い
が
、「

昌
を
後
に
し
て
行
を
掌
ら
し
め
、
衆
神
を

し
て
以
て

を
竝
べ
し
む�11
）」

の

昌
に
つ
い
て
、
後

の
王

は
、

中
宮
に

命
し
て
、
百
官
に
敕
す
る
な
り
。
天
に
三
宮
有
り
。

紫
宮
・
太
微
・

昌
を
謂
う
な
り
。
故
に
中
宮
と
言
う
。

と

を
附
し
、
紫
宮
・
太
微
・

昌
の
三
星
座
を
三
宮
と
す
る
。

こ
の
中
宮
は
天
官
書
の
中
宮
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
後

の
班
固
「
西

賦
」
で
は
長
安
の
宮
室
に
つ
い
て

の
よ
う
に

べ
る
。

其
れ
宮
室
や
、
天
地
を
體

し
、
陰
陽
を
經
緯
し
、
坤
靈
の

正
位
に
據
り
、
泰
〔
太
〕
紫
の
圓
方
に
放なら
う
。（『
後

書
』

一
三
四
〇
頁
）

こ
こ
で
は
宮
室
の
形

に
つ
い
て
、
太
（
太
微
）
と
紫
（
紫
宮
）

に
倣
う
と
い
う
。『
後

書
』
李
賢

で
「
是
れ
太
微
は
方
に
し

て
紫
宮
は
圓
な
り
」
と

さ
れ
る

り
、
星
座
の
形

が
太
微

は
方
形
、
紫
宮
は
圓
形
で
あ
る
こ
と
を
對
比
さ
せ
た
記

と
な
っ

て
い
る
（
圖
一
參
照
）。
張
衡
「
西
京
賦
」（『

』

二
）
で
も
、

未
央
宮
が
天
上
の
紫
宮
を

っ
て

設
さ
れ
た
と

べ
る�12
）。
こ
の

よ
う
に
天
上
世
界
に
は
、
地
上
の
宮
室
を

る
際
に
則
る
べ
き
天

上
の
宮
室
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
例
か
ら
、

で
は
星
座
を
用
い
て
天
上
世
界
を
描
寫

す
る
際
、「
宮
」
を
軸
と
し
て
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

各
々
の
星
座
を
指
す
と
き
に
「
官
」
が
用
い
ら
れ
は
す
る
が
、

「
官
」
は
「
宮
」
の
世
界
の
構

素
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

代
に
は
天
上
世
界
を
「
宮
」

を
鍵
と
し
て
描
寫
し
た
こ
と
か
ら
、
天
官
書
や
『

志
』
の
分

も
五
官
で
は
な
く
、
元
來
は
五
宮
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
、
の
ち
の
三
垣
に
あ
た
る
星
座
の

代
の
記

を
見
て
お

き
た
い
。
張
衡
『
靈

』
に
は
星
や
星
座
の
記

が
あ
り
、
星
座

に
つ
い
て
は

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る�13
）。

紫
宮
は
皇
極
の
居
爲
り
。
太
微
は
五

の
庭
、

堂
の

爲

り
。
大
角
に
席
有
り
、
天
市
に
坐
有
り
。

そ
こ
に
見
え
る
星
座
名
は
少
な
い
が
、
い
ず
れ
も

と
關
わ
る
。

太
微
が
五

の
庭
と
さ
れ
る
の
は
、
太
微
に
五

坐
と
い
う
星
座

が
あ
る
こ
と
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う�14
）。

ま
た
『
開
元
占
經
』
が
引

く

の
中
に
は
、
大
角
は
「
一
に
曰
く
、
大
角
は

席
爲
り
」、

「
石
氏

曰
く
、
大
角
は

席�15
）」
と
大
角
そ
の
も
の
を

の
席
と

す
る

が
見
ら
れ
る
。
天
市
の
坐
に
つ
い
て
は
、
天
市
の
中
心
に

坐
と
い
う
星
座
が
あ
る�16
）。

の
ち
の
三
垣
の
う
ち
、
紫
微
と
太
微
は
「
宮
」
と
結
び
つ
け
ら

れ
、
天
上
世
界
を
描
く
際
の
代
表

な
星
座
と
看
做
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
。
一
方
、
天
市
は
天
官
書
や
『

志
』、
そ
し
て
張
衡

『
靈

』
に
名

が
見
え
る
も
の
の
、「
宮
」
と
の
直
接
の
結
び
つ

き
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
靈

』
の
中
で
天
市
に
は

坐

が
あ
る
と
し
て
お
り
、
天
市
が
の
ち
の
三
垣
の
一
つ
と
な
る
萌
し

は

坐
の
存
在
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か

代
の
特

な
點
と
し
て
、
緯
書
に
星
座
の
言

が
あ
る
こ
と
が

げ
ら
れ
よ
う
。
緯
書
の
星
座
に
關
す
る
記

は
、

『
開
元
占
經
』
等
の
天

書
や
、
正
史
の
天

志
の

に
引
用
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
緯
書
は
他
の

と
と
も
に
、
天

書
や
正
史

の

で
星
座
の
項
目
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
他

の

と
比
較
し
て
緯
書
特
有
の
特

は
容
易
に
は
見
い
だ
せ
な

い

態
で
あ
る
。

二
、
三
垣
分

と
李
淳
風
の
分

三
垣
分

を
用
い
る
代
表

な

料
と
し
て
、
大
崎
正

氏
は
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『
宋
史
』
天

志
（
以
下
、『
宋
志
』）
と
「

天
歌
」
を

げ
る
。

ほ
か
に
も
、『
靈
臺

苑
』
は
「

天
歌
」
を
引
用
し
た
う
え
で

三
垣
分

を
用
い
、『

玩
占
』、『
乾

鑑
』
等
も
三
垣
分

を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
宋
志
』
は
元
代
に

纂
さ
れ
て

い
て
他
の

よ
り
時
代
が
下
り
、「

天
歌
」
や
『
靈
臺

苑
』、『

玩
占
』
の

立
事

は
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
三

垣
分

が
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
た
か
は

確
で
は
な
い
。

「

天
歌
」
は
『
靈
臺

苑
』
の
ほ
か
、『

志
』
天

略
、

『
玉

』
天

門
等
に
引
用
さ
れ
る
。
大
き
く
分
け
て
三
垣
・
二

十
八
宿
の
順
序
と
二
十
八
宿
・
三
垣
の
順
序
の
二
種
が
あ
る
が
、

二
十
八
宿
・
三
垣
の
順
序
の
中
で
も
、
三
垣
が
「
天
市
垣
・
太
微

垣
・
紫
微
垣
」
の
も
の
（
淸
陶
齋
藏
淸
抄
本
『
星
圖

天
歌
』）、

「
紫
微
垣
・
太
微
垣
・
天
市
垣
」
の
も
の
（『
靈
臺

苑
』
の
一
部

の
寫
本
）、「
太
微
垣
・
紫
微
垣
・
天
市
垣
」
の
も
の
（『

志
』、

『
玉

』
等
）
と
順
序
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
廣
く
流
傳
し
た
こ

と
も
あ
り

字
の
異
同
が

し
く
、
そ
の
實
態
を
つ
か
む
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

立
時
期
や
作

に
つ
い
て
は
、
隋
の
丹
元
子

と

の
王
希

の
二
つ
の

が
あ
る
。

曉
陸
氏
は

年
の

究

を
總
括
し
て
、
隋
の
丹
元
子
が
「

天
歌
」
を
作
り
、

の
開
元

年

（
七
一
三
〜
七
四
一
年
）

後
に
王
希

が
そ
れ
を
改
變
・

修
し
た
と
考
え
る
の
が

當
と
す
る�17
）。
こ
の
見
解
が
正
し
い

と
す
れ
ば
、
隋
代
に
は
三
垣
分

が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

王
希

が
「

天
歌
」
に
ど
れ
だ
け
手
を
加
え
た
か
が

確
で
な

い
た
め
、
丹
元
子
が
作
っ
た
と
い
う
「

天
歌
」
本
來
の

は

ら
か
で
は
な
い
。

『
靈
臺

苑
』
と
『

玩
占
』
に
關
し
て
は
、
拙
稿
に
て

れ
た
た
め
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
が�18
）、『
靈
臺

苑
』
の
場
合

は
北
宋
に
重
修
さ
れ
る
よ
り

の

、『

玩
占
』
の
場
合
は

確
實
な

立
時
期
が
定
か
で
は
な
い

況
に
あ
る
。

立
時
期
が

確
か
な

料
の
う
ち
、
三
垣
分

が
見
え
る
早
期
の
も
の
は
、
李

季
『
乾

鑑
』
や
、「

天
歌
」
を
載
せ
る
鄭
樵
『

志
』、
王

應
麟
『
玉

』
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
南
宋
の

で
あ
る�19
）。

ま

た
星
圖
を
確

す
る
と
、
南
宋
の
淳
祐
七
年
（
一
二
四
七
）
に
石

刻
さ
れ
た
天

圖
は
、
三
垣
と
二
十
八
宿
の
名

が
丸
で
圍
わ
れ

他
と
區
別
さ
れ
て
お
り
、
三
垣
・
二
十
八
宿
が

識
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
總
合
す
る
と
、
隋
か

に
は
三
垣
分

を
備
え
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た
「

天
歌
」
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
南
宋
以

の

體

な

況
は
わ
か
っ
て
い
な
い�20
）。

五
宮
か
ら
三
垣
へ
の

渡
期
に
あ
た
る
天

書
と
し
て
、
李
淳

風
の
『
晉
志
』、『
隋
志
』、『
乙
巳
占
』
が
あ
る
。
三
垣
分

の

立
時
期
に
よ
っ
て
は
、
李
淳
風
の
分

は
三
垣
分

と
ほ
ぼ
同
時

期
に

立
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
李
淳
風
の
分

は
、
本
稿

頭

で
中
宮
・
二
十
八
宿
・
外
官
と

べ
た
が
、

に
よ
っ
て
實
際

の
表
記
は
異
な
る
。『
晉
志
』
は
、「
經
星
中
宮
」、「
二
十
八

」、

「
星
官
の
二
十
八
宿
の
外
に
在
る

」
と
表
記
す
る�21
）。『
隋
志
』
も

ほ
ぼ
同

だ
が
、「
經
星
中
宮
」
を
「
中
宮
」
と
呼
ぶ
。『
乙
巳

占
』
は
兩

と
少
し
異
な
り
、「
列
宿
」、「
中
外
官
」
に
區
分
す

る
。
列
宿
は
二
十
八
宿
の
こ
と
で
あ
る�22
）。

『
乙
巳
占
』
の
中
外
官
は
、『
隋
志
』
の
「
中
宮
」
と
「
星
官
の

二
十
八
宿
の
外
に
在
る

」
を
合
わ
せ
た
記

で
あ
る
。
李
淳
風

は
、
二
十
八
宿
よ
り
外
（
天
の
南
極
側
）
の
星
座
、
す
な
わ
ち

「
星
官
の
二
十
八
宿
の
外
に
在
る

」
を
外
官
と
と
ら
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
中
外
官
の
語
は
、『

志
』
の
星
座
數
の
言

で
用
い
ら
れ
る
（
第
一

參
照
）
ほ
か
、
張
衡
『
靈

』
で
も

「
中
外
の
官
、
常
に

る
き

百
有
二
十
四
。
名
づ
く
べ
き

三

百
二
十
、
星
爲
る
も
の
二
千
五
百�23
）」
と
星
座
數
を

べ
る
箇

で

用
い
ら
れ
る�24
）。
星
座
世
界
を
描
寫
す
る
際
で
は
な
く
個
々
の
星
座

を
數
え
上
げ
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、『

志
』
や
『
靈

』
は
星
官
と
い
う

味
合
い
の
「
官
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。『
乙
巳
占
』
の
「
中
外
官
」
の
場
合
は
星
座
數
に
つ
い
て

の
記

で
は
な
い
た
め
、『
靈

』
や
『

志
』
と
は
別
に
考
え

る
必

が
あ
る
。『
晉
志
』、『
隋
志
』
で
は
「
宮
」
を
用
い
て
い

る
た
め
、「
中
外
官
」
の
「
中
」
は
「
官
」
で
は
な
く
「
宮
」
で

あ
り
、『
乙
巳
占
』
で
「
中
外
官
」
と
呼
び
『
晉
志
』、『
隋
志
』

で
も
「
星
官
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、「
星
官
の
二
十
八
宿

の
外
に
在
る

」
は
「
宮
」
で
は
な
く
「
官
」
に
相
當
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
李
淳
風
の
「
中
外
官
」
は
「
中
宮
」
と
「
外
官
」
の

總

と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
李
淳
風
の
分

で
は
、

代
の

「
宮
」
を
軸
と
す
る
星
座
世
界
は
中
宮
に
限
定
さ
れ
、
二
十
八
宿

よ
り
外
の
星
座
は
「
宮
」
の
範
疇
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る

い
は
、
宮
と
官
を
嚴
密
に
區
別
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か�25
）。

星
座
と
し
て
の
三
垣
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
て
み
れ
ば
、
天

九
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官
書
や
『

志
』
で
は
紫
宮
は
中
宮
、
太
微
は
南
宮
、
天
市
は
東

宮
に
そ
れ
ぞ
れ
屬
す
る
が
、
李
淳
風
の
場
合
、
紫
微
・
太
微
・
天

市
は
い
ず
れ
も
中
宮
に
屬
す
る
。
天
官
書
と
同
じ
中
宮
と
い
う
語

を
用
い
て
は
い
る
が
、
李
淳
風
の
中
宮
は
天
官
書
よ
り
も
廣
い
範

圍
を
指
し
て
い
る
。
李
淳
風
の
中
宮
は
、
天
官
書
や
『

志
』
の

中
宮
の
範
圍
が
星
座
數
の

加
と
と
も
に

大
し
た
も
の
と
い
え
、

そ
の
後
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
そ
れ
ら
が
三
つ
に
分
か
れ
て

區
域
と
し
て
の
三
垣
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
外
官
の

念
は
三
家
分

に
も
あ
る
。
三
家
各
々
の
星
座
を

中
官
と
外
官
に
區
分
す
る
の
で
あ
る
。
三
家
分

で
は
中
外
い
ず

れ
も
「
官
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

純
に
二
十
八
宿
よ
り
中

（
天
の
北
極
側
）
の
星
座
か
外
（
天
の
南
極
側
）
の
星
座
か
と
い
う

考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。
三
家
に
對
す
る
下
位
分

で
も
あ
り
、

三
家
分

で
は
星
座
を
天
上
の
世
界

の
中
で
描
く
と
い
う
考
え

は
な
く
、
純
粹
に
星
座
の
分

と
看
做
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
中
官
・
外
官
の

念
は
、『
靈

』
や
『

志
』
の
中
外
官

に

い
、「
中
外
官
」
の
一
つ
の
形
と
い
え
よ
う
。

五
宮
か
ら
李
淳
風
の
分

、
三
垣
へ
の
變

で
は
、
の
ち

に
三
垣
と
な
る
三
星
座
の
星
數
も
變

し
て
い
る
。
紫
微
は
、
天

官
書
や
『

志
』
に
は
十
二
星
と
あ
る
が
、『
晉
志
』
以
降
ど
の

で
も
十
五
星
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
太
微
は
天
官
書
、

『

志
』
で
十
二
星
だ
が
、『
晉
志
』
以
降
は
十
星
と
な
る
。
天
市

も
、『
晉
書
』
以
降
は
二
十
二
星
で
構

さ
れ
、
大
き
な
區
畫
を

有
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
天
官
書
や
『

志
』
で
は
四
星
に

ぎ

な
い
。
こ
れ
ら
の
變

は
、

第
に
星
座
體
系
が
整
理
さ
れ
て
い

く

で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
魏
晉
南
北

か
ら

代
ま
で
の
詩
賦

魏
晉
南
北

以
降
は
、
正
史
や
他
の

料
に
は
星
座
名
を
羅
列

す
る
記

は
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
星
座
名
を
多
く

げ
る
賦
が

現
わ
れ
る
な
ど
、

代
ま
で
と
は
異
な
る

相
を

す
る
。
こ
れ

ま
で

料

制
約
に
よ
り
、
魏
晉
南
北

か
ら

代
ま
で
の
星
座

分

の

況
は

ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
五
宮
か
ら
、
李
淳
風

に
よ
る
分

を
經
て
三
垣
へ
と
變

す
る
星
座
分

に
つ
い
て
よ

り
詳
細
に

討
す
る
た
め
、
本

で
は
こ
の

の
星
座
を
取
り
上

げ
た
詩
賦
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
天

書
や
正
史
と
の

料

性

一
〇

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
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格
の
相

を
踏
ま
え
つ
つ
、
當
時
の
星
座
分

の

況
を
伺
う
一

助
と
し
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
星
座
に
關
す
る
詩
賦
と
し
て
「

賦
」

（
北
魏
・
張
淵
）、「
天

大

賦
」、「
渾
天
賦
」（

・
楊

）、

「
玄

詩
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「

賦
」
の
星
座

列
に
つ

い
て
は
、

確
な
分

の

識
は
見
出
せ
な
い
。
現
在
確

で
き

る
五
宮
、
三
家
、
三
垣
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
。
ま
た
「
渾
天

賦
」
は
、
賦
中
に
「
東
宮
」、「
北
宮
」、「
西
宮
」、「
南
宮
」
の
語

が
あ
り
、
東
宮
よ
り

に
は
天
の
北
極
附

の
星
座
が
記
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
天
官
書
と
同
じ
く
五
宮
の
分

に
も
と
づ
く
と
考
え

ら
れ
る
。

三
垣
分

と
の
關
係
が
う
か
が
え
る
の
は
「
天

大

賦
」
と

「
玄

詩
」
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
見
て
い
く
。

�一
）「
天

大

賦
」

「
天

大

賦
」
の
作

に
つ
い
て
は

あ
る
が
、
李
淳
風

の
父
李
播
と
す
る

が
有
力
で
あ
り
、
李
播
の
作
で
あ
れ
ば
隋
末

か
ら

頃
の

立
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
張
衡
、
楊

等
い
く
つ

か
の

が
あ
り
、
早
け
れ
ば
後

、

く
と
も

に
は
完

し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
確

で
き
る
テ
キ
ス
ト
に
は
す
べ

て

が
つ
い
て
お
り
、
星
座
ご
と
に
圖
を
附
す
も
の
も
あ
る�26
）。

星
座
數
は
『
史
記
』
よ
り
多
く
、
二
百
九
十
一
星
座
の
名
が
見

え
る
。
賦
の
中
に
「
五
宮
」
の
語
が
あ
り
、
天
官
書
の
五
宮
分

を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
實
際
に
は
、
ま
ず
中

宮
（
あ
る
い
は
紫
微
垣
）
の
星
座
名
を

げ
、
續
い
て
東
宮
、
天

市
垣
、
北
宮
、
西
宮
、
南
宮
、
太
微
垣
の
順
に
星
座
名
が
竝
ぶ
。

天
市
垣
の
星
座
は
東
宮
、
太
微
垣
の
星
座
は
南
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
屬

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
の
ち
の
三
垣
に
屬
す
る
星
座
が

そ
れ
ぞ
れ
に

ね
ま
と
ま
っ
て
記

さ
れ
て
お
り
、
三
垣
が

識

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い�27
）。
ま
た
、
二
十
八
宿
を
分

と
し
て

は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
二
十
八
宿
の
多
く
は
二
星
、
三
星
と

ま
と
ま
っ
て
記

さ
れ
、
何
ら
か
の
ま
と
ま
り
が

識
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
十
二

の
區

分
に
則
っ
て

列
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

十
二

ご
と
に
星
座
を
區
分
し
た

例
と
し
て
「
敦
煌
星
圖
」

（
ス
タ
イ
ン
三
三
二
六
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
星
座
を
十
二

と
北
極

一
一
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附

の
紫
微
垣
の
星
座
に
分
け
て
描
く
。
こ
の
十
二

の
星
座
の

區
分
を
「
天

大

賦
」
の
星
座
名
の
竝
び
と
比
較
す
る
と
、
あ

る

度
一
致
す
る
。「
敦
煌
星
圖
」
が
描
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
（Jo

sep
h N

eedh
am

）
氏
は
九
四
〇
年

頃
、
馬
世
長
氏
は

の
中
宗
期
（
七
〇
五
〜
七
一
〇
）
と
比
定
し

て
お
り
、「
天

大

賦
」
の

立
よ
り

れ
る
と
考
え
ら
れ
る�28
）。

「
天

大

賦
」
の
三
垣
そ
れ
ぞ
れ
に
對
す
る
記

は

の

り
で
あ
る
（
紫
微
垣
の
名
は
な
い
が
、
引
用
し
た
始
め
の
部
分
が
該

當
す
る
）。

其
の

は
煥
ら
か
に
、

の
功
は
茂さかんな
ら
ん
や
。
藩
衞
を
環

り
て
以
て
曲
列
し
、

の
洞
開
を

か
に
す
。

棘
庭
の
金
印
を
耀
か
せ
、
椒
宮
の
玉
鹵
を

ら
か
に
す
。
中

に
崇
垣
有
り
、

の
名
は
天
市
。

太
微
の

を
属
、
端
門
の
赫
奕
を

く
。
何
ぞ
宮
庭
の
宏

敞
た
る
や
、
乾
坤
の

闢
に

す�29
）。

紫
微
に
つ
い
て
は
「
環
」、
天
市
に
つ
い
て
は
「
垣
」
の
語
を

用
い
、
い
ず
れ
も
區
畫
を
示
す
よ
う
な
表
現
を
用
い
る
。
太
微
に

つ
い
て
は
「
端
門
」
と
對
に
な
っ
て
お
り
、
端
門
は
太
微
垣
の
南

門
を

味
す
る�30
）。

總
じ
て
考
え
る
と
、「
天

大

賦
」
は
區
分

と
し
て
の
三
垣
を

識
し
始
め
た
、
五
宮
か
ら
三
垣
へ
の

渡
期

の
作
品
と
と
ら
え
る
の
が

當
で
あ
ろ
う
。

�二
）「
玄

詩
」

「
玄

詩
」
は
傳
世

に
は
見
え
な
い
が
、
敦
煌
で
二
種

見
つ
か
っ
て
い
る
（
ペ
リ
オ
二
五
一
二
、
ペ
リ
オ
三
五
八
九
）。
二

種
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
字
句
の
順
序
が
大
き
く
異
な
っ
て
お

り
、

圖

に
順
序
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

容
は

共

し
て
お
り
、
ペ
リ
オ
二
五
一
二
に
見
え
る
タ
イ
ト
ル
か
ら
、

い
ず
れ
も
「
玄

詩
」
と
呼
ば
れ
る
。
作

は
未
詳
。

立
時
期

に
つ
い
て
も

ら
か
で
は
な
い
が
、
鄧

氏
は
ペ
リ
オ
二
五
一

二
に
武
德
四
年
（
六
二
一
）
の
年
號
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

に

は
す
で
に
完

し
て
い
た
と

べ
る�31
）。

こ
の
時
期
の
他
の
詩
賦
が

學

色

を

く
有
し
て
い
る
の
に
對
し
、「
玄

詩
」
は
星

座
の
星
數
や
位
置
を
詠
み
こ
み
、
實
際
に
口
誦
し
て
星
座
を
把
握

す
る

素
が

い
。
星
座

列
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
石

氏
・
甘
氏
・
巫
咸
の
三
家
分

で
あ
る
。
特
に
ペ
リ
オ
三
五
八
九

一
二
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で
は
、
段
落
ご
と
に
上
部
に
「
赤
」「
黑
」「

」
等
の
色
名
が

示
さ
れ
る
。
三
家
分

に
も
と
づ
い
て
星
圖
を
描
く
場
合
、
二
十

八
宿
・
石
氏
の
星
座
は
赤
、
甘
氏
は
黑
、
巫
咸
は

で
塗
り
分
け

ら
れ
る�32
）。

示
さ
れ
る
三
家
の
色
は
他
の

料
と
共

す
る
。

ペ
リ
オ
二
五
一
二
と
ペ
リ
オ
三
五
八
九
で
共

す
る
の
は
、
紫

微
垣
に
屬
す
る
星
座
が
詩
全
體
の
末
尾
に
位
置
す
る
と
い
う
特

で
あ
る
。『
開
元
占
經
』
や
『
三
家

』
等
三
家
分

を
用
い

る
他
の

で
あ
れ
ば
、
三
家
そ
れ
ぞ
れ
に

り
當
て
ら
れ
る
は

ず
の
星
座
の
一
部
が
、「
玄

詩
」
で
は
紫
微
垣
と
し
て
別
に
分

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
家
の
色
を

示
す
る
ペ
リ
オ
三
五

八
九
で
は
、
紫
微
垣
の
星
座
は
「
紫
」
と
書
か
れ
區
別
さ
れ
て
い

る
。
紫
微
垣
の
星
座
を
他
の
星
座
と
區
別
す
る
と
い
う
方
法
は
、

先

の
「
敦
煌
星
圖
」
と
も
共

す
る
。

ま
た
「
玄

詩
」
の
中
で
、
紫
微
垣
は
「
紫
微
垣
」
と
表
記
さ

れ
る
が
、
別
に
「
紫
微
宮
」
と
い
う
名

も

用
さ
れ
て
い
る
。

本

で
は
詩
賦
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

北
魏
・
隋
・

の
星
座
名
を
う
た
っ
た
詩
賦
に
は
、
一
部
の
星

座
の
み
に
言

す
る

代
の
記

と
は
異
な
り
星
座
世
界

體
に

ぶ
記

を
行
な
う

勢
が
見
え
る
が
、
一
方
で
そ
れ
ら
の
星
座

名
を
ど
う
竝
べ
る
か
は
詩
賦
ご
と
に
異
な
る
。
五
宮
や
他
の
分

を
參
考
に

列
し
つ
つ
、
そ
の
中
で
星
座
名
の
順
序
は
そ
れ
ぞ
れ

に
試
行
錯

し
た
よ
う
で
あ
る
。
五
宮
分

の
形
式
は
「
天

大

賦
」
や
「
渾
天
賦
」
に
受
け

が
れ
、
三
垣
分

の
萌
し
は
、

「
天

大

賦
」
が

頭
に
紫
微
垣
に
屬
す
る
星
座
を

げ
、「
玄

詩
」
が
三
家
と
は
別
に
紫
微
垣
に
屬
す
る
星
座
を

げ
る
點
に

窺
え
る
。「
天

大

賦
」
や
「
玄

詩
」
の

列
か
ら
は
、
三

垣
、
中
で
も
紫
微
垣
が
星
座

體
で
は
な
く
星
座
分

と
し
て
も

機
能
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
賦
の
星
座

列
は
、
三

垣
・
二
十
八
宿
分

を
用
い
る
「

天
歌
」
と
の
關
係
か
ら
考
え

て
も
興
味
深
い
。

四
、
星
座
分

の
變

五
宮
分

で
は
「
宮
」
を
軸
と
し
て
星
座
を
分

し
た
が
、

第
に
三
垣
が
「
垣
」
の
役

を
果
た
し
、
三
垣
分

で
は
區
域
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
李
之
亮
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

一
三
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に
、
星
座
分

の
變

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
「
宮
」

か
ら
「
垣
」
へ
の
變

に

目
す
る
必

が
あ
ろ
う
。
こ
の
變

は
、
三
垣
分

を
用
い
る

料
の

立
時
期
か
ら
考
え
て
、

代

以
降
、
早
け
れ
ば
隋
、

く
と
も
宋
代
ま
で
の

に
生
じ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の

の
詩
賦
の
記

を
見
れ
ば
、
五
宮
分

に
も

と
づ
く
星
座
名
の

列
の
中
か
ら

第
に
三
垣
が
形

さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
三
垣
の
う
ち
紫
微
垣
が
早
期
に
他
と
切
り
離
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

三
垣
分

の
特

は
、
紫
微
垣
・
太
微
垣
・
天
市
垣
の
三
垣
を

星
座
と
し
て
だ
け
で
な
く
區
分
と
し
て
も
用
い
、
同
時
に
二
十
八

宿
各
々
も
區
分
と
す
る
點
で
あ
る
。
二
十
八
宿
は
五
宮
分

で
は

四
方
の
宮
に
屬
し
て
い
た
。
三
家
分

で
は
分

の
は
じ
め
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る�33
）。
李
淳
風
は
、
中
宮
と
外
官
と
は
區
別
し
て
二

十
八
宿
の
名
を

げ
る
。
二
十
八
宿
は
座
標
基
準
と
し
て
用
い
ら

れ
、
星
座
の
中
で
も
比
較

早
期
に

立
し
て
い
る
が�34
）、

二
十
八

宿
を

圍
の
星
座
を
含
め
た
分

と
し
て
用
い
る
の
は
三
垣
分

の
み
で
あ
る
。
五
宮
か
ら
三
垣
へ
の
展
開
に
お
い
て
、
三
垣
・
二

十
八
宿
が
星
座

體
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
分

の

素
を
備
え

る
、
す
な
わ
ち
他
の
星
座
と
は
異
な
る
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
る

と
い
う
點
が
、
大
き
な
變

と
い
え
よ
う
。

も
う
一
點

目
し
た
い
の
は
、
東
西
南
北
の
四
宮
の
變

で
あ

る
。
天
官
書
や
『

志
』
の
中
宮
が
李
淳
風
の
中
宮
、
そ
し
て
三

垣
へ
と
範
圍
を

げ
つ
つ
展
開
し
た
こ
と
は

べ
た
が
、
天
官
書

や
『

志
』
の
四
宮
（
東
西
南
北
の
宮
）
に
つ
い
て
も
、
變

の

軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
を
四
方
に
分

し
て
い
た

四
宮
は
、「
天

大

賦
」
や
「
敦
煌
星
圖
」
に
お
い
て
十
二

を
も
と
に

列
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
繫
が
る�35
）。
李
淳
風
は
外
官

と
し
て
一
ま
と
め
に
す
る
が
、
外
官
の
星
座
名
の
竝
び
は
「
天

大

賦
」
に

く
、
十
二

の
順
序
を

識
し
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
三
垣
分

で
は
二
十
八
宿
に
よ
っ
て
星
座
名
が

列
さ
れ
る
。
四
宮
か
ら
十
二

、
二
十
八
宿
と
よ
り
細
か
な
區

分
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

星
座
を
分

す
る
と
い
う
行
爲
は
、

に
星
座
名
を
分
け
竝
べ

る
だ
け
で
な
く
、
星
座
世
界
に
對
す
る

識
が
反
映
さ
れ
て
い
る

一
四

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
變

の
考
察
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と
い
え
る
。
星
座
分

の
變

や
展
開
も
、

に
分

が
變

す

る
だ
け
で
な
く
、
天
上
世
界
に
對
す
る
人
々
の
と
ら
え
方
が
變

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

代
か
ら

に
か

け
て
の
星
座
の
記

を

う
こ
と
で
、
五
宮
か
ら
三
垣
へ
と
移
り

變
わ
る
星
座
分

の
實
態
を

討
し
た
。

代
に
は
天
上
世
界
を
「
宮
」
を
軸
と
し
て
描
い
た
が
、

第

に
中
宮
の
範
圍
が

大
し
、「
垣
」
と
し
て
星
座
を
と
ら
え
る
見

方
へ
變

し
た
。
し
か
し
そ
の
變

に
は

確
な
境
目
は
な
く
、

「
宮
」
か
ら
「
垣
」
へ
と
い
う
星
座
世
界
の

識
の
變

は
な
だ

ら
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
宮
」
か
ら
「
垣
」
へ
の

渡
期
と
考
え
ら
れ
る
魏
晉
南
北

か
ら

代
ま
で
の
時
期
は
、
ま

と
ま
っ
た
天

書
が
現
存
し
な
い
た
め
に
、
星
座
分

に
關
し
て

も
こ
れ
ま
で

ら
か
で
は
な
い

況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に

お
い
て
、
星
座
名
を
詠
っ
た
詩
賦
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
他
の
天

書
の
記

と

せ
て
變

の

を

討
し
、
中
宮
か
ら
紫
微

垣
、
三
垣
へ
の
移
行
、
あ
る
い
は
四
宮
か
ら
十
二

、
二
十
八
宿

へ
の
移
行
と
い
う
星
座
分

の
構

の
變

を

ら
か
に
し
え
た

と
考
え
る
。

た
だ
し
、
三
垣
の
形

に
人
々
の
い
か
な
る

識
が
影

し
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
に

ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

特
に
、
天
市
は
元
々
「
宮
」
と
は
呼
ば
れ
て
お
ら
ず
、
三
垣
と
な

る
に

ん
で
、
天
市
が

な

素
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。「
宮
」
か
ら
「
垣
」
へ
の
變

に
お
い
て
、
天

市
垣
の
存
在
が
い
か
に
し
て

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、

今
後
の

討
課
題
で
あ
る
。

本

究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科

費
二
六
八
八
四
〇
七
三
（

究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援
）、
一
六
Ｋ
二
一
五
〇
三
（
若
手

究
Ｂ
）
の
助

を

受
け
た

果
の
一
部
で
あ
る
。

註�１
）
「
星
座
」
と
い
う
語
は
『
史
記
索

』
で

の
司
馬
貞
が
用
い
、

『
開
元
占
經
』
で
も

の
瞿
曇
悉

が
用
い
て
い
る
も
の
の
、

以

の
用
例
は
確

で
き
な
い
。

以

は
二
十
八
宿
を
星
宿
、

他
の
星
座
を
星
官
と
呼
ぶ
の
が
一
般

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
こ
れ
ら
を
總

し
て
星
座
と
す
る
。

�2
）

た
だ
し
、
三
家
分

と
他
の
分

は
共

點
が
少
な
く
な
い
た

め
、

く
相
容
れ
な
い
系
統
と
い
う
譯
で
は
な
い
。

續
性
と
獨

一
五

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
變

の
考
察
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自
性
の
雙
方
に
つ
い
て
今
後

ら
か
に
し
て
い
く
必

が
あ
ろ
う
。

�3
）

原
あ
や
の
「
星
座
の
三
家
分

の
形

と
日
本
に
お
け
る
受

容
」（『
東
ア
ジ
ア

交

究
』
第
八
號
、
二
〇
一
五
年
）。

�4
）

李
之
亮
「〞
三
垣
〝
考
」（『
鄭
州
大
學
學
報
』
哲
學
社
會
科
學

版
、
一
九
八
九
年
第
一
期
）。

�5
）

以
下
、
本
稿
で
正
史
を
引
用
す
る
際
は
、
中
華
書
局
か
ら
出
版

さ
れ
た
二
十
四
史
の
標
點
本
を
用
い
、
頁
數
の
み
示
す
。

�6
）
『
靈
臺

苑
』
や
「

天
歌
」
は
存
在
し
た
も
の
の
、
後

す

る
よ
う
に
當
時
の

を
ど
こ
ま
で

し
て
い
る
か
は

ら
か
で
は

な
い
。

�7
）

洪
頤

輯
『
經
典
集
林
』

二
十
六
（
百
部
叢
書
集

、
一
九

二
六
年
）
三
葉
裏
。

�8
）

た
と
え
ば
先

の
陳

『
中
國
天

學
史
』
は
「
五
官
」
と

す
る
。

�9
）

暉
『
論
衡
校
釋
』
一
（
新

子
集

、
中
華
書
局
、
一
九

九
〇
年
）
二
九
四
、
三
〇
一
頁
。

�10
）

劉

典
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
上
（
新

子
集

、
中
華
書
局
、

一
九
八
九
年
）
九
十
四
頁
。
た
だ
し
、『
淮
南
子
』
本

で
は
必

ず
し
も
四
つ
の
星
座
の
總

と
は
さ
れ
て
い
な
い
。『
淮
南
子
』

天

訓
に
は
、
星
座
名
を
い
く
つ
か
列

す
る
箇

と
、
列

し

た
星
座
そ
れ
ぞ
れ
を

す
る
箇

が
あ
る
。

で
は
「
紫
宮
、

太
微
、
軒

、
咸
池
、
四
守
、
天
阿
」
の
名
が
見
え
、
後

で
は

「
四
守
」
が
「
四
宮
」
と
表
記
を
變
え
、「

以
爲
司
賞
罰
」
と

さ
れ
る
。
高
誘

は
後

に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
淸
の

錢
塘
『
淮
南
天

訓
補

』
で
は
「
四
方
之
宿
、
古
謂
四
宮
」、

「
宮
亦
爲
守
」
と

べ
、
四
宮
は
四
方
の
星
座
の

、
宮
と
守
を

同
義
と
見
な
す
（
同
、
下
八
〇
二
頁
）。

�11
）

洪
興

『
楚
辭
補

』（
中
國
古
典

學
基
本
叢
書
、
中
華
書

局
、
一
九
八
三
年
）
一
七
一
頁
。

�12
）
「
正
紫
宮
於
未
央

表

闕
於

。」

�13
）

�７
）

『
經
典
集
林
』
二
葉
裏
。
張
衡
の
星
座
に
關
す
る

記

に
つ
い
て
は
、

原
あ
や
の
「
張
衡
佚

の
考
察
」（『
關
西

大
學
中
國

學
會
紀

』
第
三
十
六
號
、
二
〇
一
五
年
）
で
も
言

し
た
。

�14
）

五

坐
に
關
す
る

の
張
守

『
史
記
正
義
』
に
は
、「

坐
一
星
、
在
太
微
宮
中
、
含
樞
紐
之
神
。
四
星
夾

坐
。
蒼

東
方
靈
威
仰
之
神
、
赤

南
方
赤
票
怒
之
神
、
白

西
方
白
昭
矩

之
神
、
黑

北
方
叶
光
紀
之
神
。
五

竝
設
、
神
靈
集
謀

也
」

と
あ
る
。

�15
）

四
庫

書
本
、

六
十
五
、
二
葉
裏
、
四
葉
表
。

�16
）
『
開
元
占
經
』
が
引
く
石
氏
の

に
、「
市

四
方

、

之

。

王
之
坐
、
故

座
在
市
中
。

之

候
也
」
と
あ
る

（

六
十
五
）。
石
氏
の

は
、
薮

淸
『

補
改
訂
中
國
の
天

法
』（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
推
定
に
よ
れ
ば

の
記

で
あ
る
。

�17
）

詳
し
く
は
、

曉
陸
『

天
歌

究
』（
中
國
書
店
、
二
〇
〇

一
六

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
變

の
考
察
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四
年
）
下

第
二

を
參
照
の
こ
と
。

�18
）

原
あ
や
の
「
天

占
書
の
解
題
と
「
天

占
書
フ
ル
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

義
」（『
關
西
大
學
東
西
學

究

紀

』
第
四
十
九
輯
、
二
〇
一
六
年
）。

�19
）
『
乾

鑑
』
は
、

八
か
ら
の
星
座
の
去
極
度
數
に
つ
い
て

べ
た
箇

で
は
三
家
分

に
紫
微
垣
を
加
え
た
分

法
を
用
い

る
が
、

十
八
か
ら

九
十
四
の
星
座
の

・
占
辭
の
項
目
で

は
、
星
座
を
三
垣
・
二
十
八
宿
・

座
に
分

す
る
。
後

に
お

い
て
も
、
二
十
八
宿
と
他
の
星
座
（

座
）
を
區
別
し
て
お
り
、

他
の
三
垣
分

と
は
方
法
が
少
し
異
な
る
。

�20
）

北
宋
の
楊
惟
德
等
撰
『
景
祐
乾

新
書
』
は
、
二
十
八
宿
を
星

座
區
分
と
し
て
用
い
て
お
り
、

體
と
し
て
三
垣
・
二
十
八
宿
分

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
三
垣
に
關
す
る

が

缺
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
は

言
で
き
な
い
。

�21
）

二
十
八

と
二
十
八
宿
は
、
使
い
分
け
の

圖
が

確
で
は
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
區
別
せ
ず
論
じ
る
。

�22
）
『
晉
志
』、『
隋
志
』
は
正
史
と
い
う
性
質
上
、
李
淳
風
個
人
の

撰

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

以

の
分

を
反
映
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
が
、

確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
本
稿
で
は

李
淳
風
の
星
座

の
一
部
と
し
て
捉
え
る
。

�23
）

�７
）

『
經
典
集
林
』
三
葉
裏
。

�24
）

な
お
、『
宋
書
』
天

志
一
に
は
「
二
十
八
宿
中
外
宮
」、「
天

經
星
、
常
宿
中
外
宮
」
と
い
う
記

が
あ
り
、「
中
外
宮
」
の

語
が
あ
る
。『
宋
書
』

立
の
梁
代
に
は
、
五
宮
分

を

承
し

た
「
中
宮
」、「
外
宮
」
の

念
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

�25
）

李
淳
風
自
身
が
區
別
し
な
か
っ
た
と
い
う
譯
で
は
な
い
が
、

『
乙
巳
占
』
の
十
萬

樓
叢
書

收
の
刊
本
で
は
、「
中
宮
」
と

「
中
官
」、「
外
宮
」
と
「
外
官
」
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。

�26
）
「
天

大

賦
」
は
『
續
古

苑
』

三
に
收
め
ら
れ
る
ほ
か
、

淸
乾
隆
鈔
本
、
咸
豐
六
年
刊
本
、
民
國
十
五
年
石
印
本
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
咸
豐
六
年
刊
本
、
民
國
十
五
年
石
印
本
に
は
各
星
座
の

圖
が
載
る
。

�27
）

の
中
に
は
紫
微
垣
・
太
微
垣
・
天
市
垣
の
語
が
見
え
、
三
垣

が
は
っ
き
り
と

識
さ
れ
て
い
る
。「
天

大

賦
」
の

釋

に
つ
い
て
も
、
苗
爲
、
畢

亮
、
李
淳
風
、
李
臺
等
い
く
つ
か
の

が
あ
る
が
、
苗
爲
（

代
の
人
物
と
さ
れ
る
）
と
す
る

が
有

力
で
あ
る
。
な
お
、
陳
美
東
『
中
國
科
學
技

史
』
天

學

（
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
三
四
〇
頁
で
は
、「
天

大

賦
」
が

天
の
星
座
を
三
垣
十
三
區
に
區
分
す
る
と

言
す
る
。

ま
た
星
座
名
の
竝
び
か
ら
、
三
家
分

を
も

識
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

�28
）

Jo
sep

h
 
N

eed
h
a
m

,
“S

cien
ce

 
a
n
d
 
C
iv
ilisa

tio
n
 
in

 
C
h
in
a
”:

v
o
lu
m
e
 
3
 
p
a
rt
 
2
,
C
a
m

b
rid

g
e,

C
a
m

b
rid

g
e

 
U
n
iv
ersity P

ress,
1959

（

譯：

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム

『
中
國
の
科
學
と

』
第
五

、
思
索
社
、
一
九
七
六
年
）、
馬

世
長
「
敦
煌
星
圖

年
代
」（
中
國
社
會
科
學
院
考
古

究

一
七

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
變

の
考
察
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『
中
國
古
代
天

物
論
集
』

物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）。

�29
）
『
續
古

苑
』

三
、
二
葉
表
、
七
葉
裏
、
十
八
葉
裏
。

�30
）
『
晉
志
』
に
は
、「
太
微
、
天
子
庭
也
…
…
南
蕃
中
二
星

曰
端

門
。」
と
あ
る
。

�31
）

鄧

「
比
�

天
歌
�
更
古
老

俗
識
星
作
品
｜
�
玄

詩
�」（『

物
』
一
九
九
〇
年
第
三
期
、
の
ち
鄧

『
敦
煌
天

法
考
索
』〔
上

古

出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
〕

收
）。

�32
）
『
隋
志
』
に
は
、
宋
の
錢

之
が
朱
・
黑
・
白
に
三
家
を
塗
り

分
け
た
と
い
う
記

が
あ
る
が
、
以
降
の

で
は
用
い
ら
れ
な

い
。

�33
）

二
十
八
宿
の
後
に
石
氏
・
甘
氏
・
巫
咸
の
星
座
名
が
竝
ん
で
お

り
、
三
家
と
は
別

い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
星
圖
で
は
、
三
家

ご
と
に
星
に
色
附
け
る
際
に
石
氏
と
同
じ
赤
で
描
か
れ
る
た
め
、

石
氏
の
星
座
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

�34
）

春
秋
時
代
末
期
の
曹
侯
乙
墓
か
ら
は
、
二
十
八
宿
の
名
が
記
さ

れ
た
漆

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
二
十
八
宿
の

立
時
期
に
つ
い

て
、
新

新
藏
、

島
忠
夫
、
橋
本

吉
、
能
田
忠
亮
、
藪

淸

ら
の

氏
が
論
じ
て
い
る
が
、
例
え
ば
藪

淸
氏
は
、「

四
世

紀
以

を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
年
代

に

着
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
」（

�16
）

、
藪

淸
『

補

改
訂
中
國
の
天

法
』、
四
十
七
頁
）
と

べ
る
。

�35
）

本
稿
で
は
言

し
な
か
っ
た
が
、
ペ
リ
オ
三
五
八
九
の
「
玄

詩
」
は
、
十
二

を
二

ず
つ
區
切
っ
て
記

し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ペ
リ
オ
三
五
八
九
は
詩
の

部
分
が
四

ほ

ど

缺
し
て
お
り
、
今
後
よ
り
詳
細
に
分
析
し
な
け
れ
ば
確
か
な

こ
と
は
い
え
な
い
。

一
八

五
宮
か
ら
三
垣
へ
｜
星
座
分

の
變

の
考
察


